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　POMS（Proﬁ le of Mood States）は，気分を表わす65の質問項目に対する
回答結果から，緊張─不安（T－ A），抑うつ─落ち込み（D），怒り─敵意（A
－ H），活動性（V），疲労（F），情緒混乱（C）の６項目の気分状態を測定・
図８．服用前を基準とした変化値
図７．プラセボ服用中の運動負荷前後の値
聖泉論叢　2009　17号
評価することができる。さらに，
各尺度の粗点からプロフィール
を作成し，活動性が高得点で他
の５尺度の気分状態が低得点，
すなわち「アイスバーグ型」が
良好な状態とされている。
　結果は図９に示すように，運
動負荷前後の値において有意な
差がみられなかった。したがっ
て，運動負荷による情緒の変動
はみられない傾向にある。
２）還元型 CoQ10の影響
　次に１）の結果を踏まえ，還元
型 CoQ10が情緒にどのような影
響を及ぼすかについて負荷前の
還元型 CoQ10群の服用前－服用
中を比較した（図10．）。服用前
の値に比べ，服用中の値は，怒り
と情緒混乱で有意差がみられ，他
の尺度においては良好な傾向を呈
示している。したがって，還元型
CoQ10服用時には気分が安定し，
特に，怒りと情緒混乱の気分を低
下させるといえる。
　なお，プラセボ群の結果では服
用前と服用中の値には差がみられ
ていない。
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図10．負荷前の還元型 CoQ10群の服用前と服用中の値
図11．服用中の負荷前の還元型 CoQ10とプラセボ群の比較
図９．運動負荷前後の値
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３）還元型 CoQ10とプラセボ群　の比較
　還元型 CoQ10群とプラセボ群
の服用中の負荷前後の比較を試み
た。その結果，負荷前では，還元
型 CoQ10群の方が望ましい値を
示し，特に怒りの項目で有意に低
い（図11）。また，負荷後でも，
還元型 CoQ10群の方が望ましい
値を示し，特に怒りの項目で有意
に低い（図12）。
　したがって，還元型 CoQ10群
はプラセボ群に比べて服用中に怒りの気分の低下を示していたといえる。
４．まとめ
　本研究では，還元型 CoQ10が心理的要素に与える影響を明らかにするこ
とを目的とし，実験を行った。その結果，感性測定から以下のことが明らか
になった。
①　自転車エルゴメータによる運動負荷が感性に影響を及ぼすかを検討す
るために，服用前の負荷前後の感性測定値を比較したところ，鎮静－興
奮には影響を与える（興奮状態になる）が，快－不快には影響を与えない。
②　還元型 CoQ10を服用することによって，自転車エルゴメータによる
運動負荷前の感性は，服用前に比べアクティブで快感情状態になる。
③　プラセボを服用しても自転車エルゴメータによる運動負荷前の感性に
変化はない。
④　還元型 CoQ10の服用によって，自転車エルゴメータによる運動負荷
後の感性は服用前に比べ鎮静傾向で快感情状態になる。
⑤　プラセボを服用しても，自転車エルゴメータによる運動負荷後の感性
は変化しない。
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図12．服用中の負荷後の還元型 CoQ10とプラセボ群の比較
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⑥　還元型 CoQ10服用中の自転車エルゴメータによる運動負荷後の感性
は負荷前に比べ，鎮静傾向で快感情状態になる。
⑦　プラセボ服用中の自転車エルゴメータによる運動負荷前後の感性は変
化しない。
⑧　還元型 CoQ10群とプラセボ群の自転車エルゴメータによる運動負荷
前の変化値を比較すると，還元型 CoQ10群は服用中に快感情を示す。
　また，POMSから以下のことが明らかになった。
⑨　自転車エルゴメータによる運動負荷が情緒に影響を及ぼすかを検討す
るために，服用前の負荷前後の POMS を比較したところ，有意な差は
みられず，気分の変動には影響を与えない。
⑪　還元型 CoQ10を服用することによって，自転車エルゴメータによる
運動負荷前の情緒は，望ましい方向に向かい，服用前に比べ安定する。
⑫　プラセボを服用しても，自転車エルゴメータによる運動負荷前の情緒
は変化しない。
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付　　記
　本実験で使用した還元型 CoQ10は（株）カネカ製である。
　本研究は（株）カネカからの委託研究費によって推進された。
